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～中山間農業地域（右京区京北）における農産物の生産拡大と商品化～

「京都型農林業プロジェクト委員会」農業部会まとめ
～都市的農業地域（西京区大原野）における農産物販売戦略～
農業経営





大原野ブランド





生産者と消費者の連携





農業イベント，観光との連携





道の駅等直売所





課題


・地域づくりの主体となる組織とキーパーソンが必要


・いかに農家のやる気を引き出すか


・農家の自立に向けた支援


・消費者ニーズの把握（マーケティング）





提案


①組織の立上げと役割分担による効率化


②消費者とのふれあいによる生産意欲の向上


③模範農家の手法を伝授


④直売対応するための多品目栽培








提案


①交流施設（道の駅やレストランなど）の設置で大原野をPR


②地域や行政の枠を超え協働でブランド化への取組


（例：長岡京市と連携した「かぐや姫ブランド」など）


③エコファーマーやJAS認定等の取得による差別化





課題


・「大原野」の知名度の向上


・思いを共有する仲間が必要


・農家や行政が連携し，何を“売り”にするかを考える


・野菜の地域ブランド化と，情報発信





提案


①消費者に販売を手伝ってもらう「市民直売所」の設置


②市民農園を通じた口コミや相乗効果など，広がりが見込めるシステムの構築


③他業種との連携による，高齢者を対象とした宅配や移動販売





課題


・洛西ニュータウンに隣接している条件を生かす


・農家直営の直売所は，生産に手が回らなくなる


・近隣消費者を仲間として取り込むべき





提案


①ニュータウン住民を対象とした体験やイベント，朝市の実施


②「かぐや姫を探せ」イベントの実施


③マップ作成による地域のPR


④観光寺院とのコラボ


⑤直売所や地域の食材が食べられる施設の設置


⑥放置竹林の管理にNPOや企業などのボランティアの活用





課題


・竹のイメージを生かした人集め


・勝持寺や善峯寺など，観光資源の活用


・観光資源だけでなく＋αが必要


・農業イベントの開催により近隣住民にアピールすべき





提案


①地域食材を使うレストラン等の併設


②若い人も参加する女性加工グループの育成


③優良先進地の視察研修





課題


・消費地に近い利点を生かす


・市場購入よりも新鮮であるという付加価値のアピール


・女性のやる気を引き出す工夫


・地域産の品揃えの充実





提案


①ウッディー京北での消費者ニーズの把握


②商品化に向けたグループ作り


③業者委託による加工品製造の検討


④加工場の確保


⑤加工品の事業者への販売





加工と商品化





課題


・マーケティングが必要


・アイデアをいかに商品化するか


・地域女性の積極的な参加





地域の振興





地域の振興





生産振興





提案


①今ある農産物の重点化と加工品への工夫


②黒大豆生産の普及


③小規模農家による少量多品目生産


④直売等を通じた，京北の若者の雇用創出





課題


・やる気を引き出すため，儲かる経験が必要


・少額でも常に収入がある仕組みを作るべき


・マーケットを意識して対象作物を絞るべき


・地理的条件，担い手の高齢化に対する対策が必要


・単一作物だけを作るスタイルに憧れていない若い農家への対応











提案


①利用者のニーズに合った観光・体験農園の設置と運営


②既存の施設やイベントを活用したアグリツーリズムの実施


③修学旅行の企画に農業・農村体験を組込む


④ウッディー京北のコンテンツの多様化





課題


・単発ではなく，次につながる仕組みの構築が必要


・「田舎」や「秘境」を魅力としてアピールするべき


・直売所やレストランなど，観光＋αが必要


・常照皇寺や山国隊などの観光資源の活用





提案


①ウッディー京北の更なる活用


②京北のアンテナショップを市街地に設置


③レストラン，カフェとの連携や，NPO等との協働





課題


・市場出荷以外の直売ルートの開拓


・生産者と消費者が接するシステムの構築


・大口の需要者と供給者の求めるものの差を縮める


・価格や量ではなく，付加価値で勝負するべき





都市と農村の交流





特産品の販売
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